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福岡県における道路管理について
～路面下の空洞調査について、市町村自転車ネットワーク
計画策定の支援事業、さわやか道路美化事業～

福岡県　県土整備部　道路維持課

１．福岡県の概要

福岡県は、九州の北部に位置し、九州と本州との交通の要衝であります。福岡－東京間 880kmに対して、
福岡－ソウル間 540km、福岡－上海 890kmと朝鮮半島や中国大陸に極めて近いことから、古くから海外
との玄関口としての役割を果たしてきました。
本県は、北九州・福岡の両政令市を含め、29 市 29 町 2 村で構成された九州で最も人口が集中した地域で、
福岡市及びその周辺地区での商業や北九州及びその周辺地区での工業をはじめ、行政、情報、学術、文化
面においても九州の中枢管理機能を有する地域となっています。また、玄界灘、響灘、周防灘、有明海と
それぞれ趣を異にする景観を持つ海で三方を囲まれており、筑紫山地、背振山地、耳納山地や国指定天然
記念物のカルスト台地平尾台等の山地及び筑後川、遠賀川をはじめとする河川等その地域に発展する肥沃
な平野など、変化に富んだ地形と豊かな自然に恵まれた地域でもあります。
九州の玄関口である福岡県は、魅力ある歴史、素晴らしい食文化、自然の美しさを兼ね備えています。
その名勝、名物を訪れる観光客が、安全で快適に移動できるための道路環境整備が求められています。

２．道路の状況

（1）道路の現況

本県には九州縦貫道などの高速自動車国道 4路線をはじめ、一般国道 26 路線、県道 449 路線及び多
くの市町村道があり、これらの道路網は互いに効果的に結ばれ、日常生活を支えるとともに、産業経済
の発展に寄与しています。
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（2）整備状況

県内の道路網の中で改良率は、高速自動車国道は 100％、一般国道は 95.9％となっている一方、県道
は 77.0％、市町村道は 65.4％となっており、全国平均は上回っているものの、国道に比べ低い状況に
あり、十分な整備状況であるとは言えません。

３．路面下の空洞調査について

（1）これまでの経緯

福岡県では平成 24 年九州北部豪雨被害を契機に、豪雨で冠水した地域及び緊急輸送道路を対象にし
た路面下空洞調査を平成 25 年度から始めました。さらに平成 28 年 11 月に博多駅前で発生した道路陥
没事故を受け、人口集中地区内の道路、古い埋設管がある道路、令和 2年度からはそれ以外の埋設管の
ある道路を対象に加え、調査・補修工事を行っております。

（2）点検の概要

①　一次調査：（空洞探査車調査）

路面に電磁波レーダを照射し、その波形データを取得する路面下空洞探査車を用い空洞
の有無の可能性を判定する。
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このシステムは縦 50cm×横 50cm×厚み 10cm以上の空洞を発見できる能力を有して
いる。

②　二次調査：（ボーリング調査）

直径 5cmの小型ボーリングを削孔し、そのボーリング孔にスコープを進入させ、実際
に空洞を確認する。

（3）調査・補修の実施状況

平成 31 年 3 月 31 日までに、県が管理している緊急輸送道路（1,365km）及び九州北部豪雨により冠
水した道路（55km）、人口が多い地域の道路（166km）、古い埋設管のある道路（295km）計 1,881km
の延長の調査を行い、発見された 758 箇所の小規模な空洞のすべてにおいて補修を完了させました。
令和 2年度より、これまで未調査である埋設管のある道路 259kmの調査を実施し、135 箇所の小規
模な空洞を発見しました。令和 3年度は、その 135 箇所の補修と 235kmの空洞調査を行っております。

≪調査及び補修工事実績≫

（4）まとめ

これまでの調査の結果、空洞の多くが上下水道や横断管などの埋設管の周辺で確認され、発見した空
洞については、補修工事を実施しております。空洞の原因としては、埋設物の経年劣化などによる破損
や施工時の転圧不足が原因の一つではないかと考えられます。
今後とも引き続き路面下の空洞調査を実施し、陥没事故の発生を未然に防ぐことに取り組んでまいり
ます。
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４．市町村自転車ネットワーク計画策定の支援事業

（1）自転車を取り巻く状況

自転車は、子供から高齢者まで幅広い世代において、通学、通勤、買物、レジャーなどさまざまな目
的で、最も身近に利用されている交通手段であり、自転車を活用することで、CO ₂の削減、健康増進、
観光振興などの効果が期待されています。

（2）事業趣旨

平成 31 年 3 月、自転車活用推進法に基づき、自転車の活用を推進する取組を加速させるために策定
した「福岡県自転車活用推進計画」を推し進めるため、「市町村自転車ネットワーク計画策定の支援事業」
を実施し、市町村の「自転車ネットワーク計画」の策定を支援しました。
令和 3年 3月末時点では、自転車ネットワーク計画は 9市町、その内、自転車活用推進計画について
4市が策定しております。今後も市町村の計画策定が図られるよう事業を進めていきます。

（3）事業概要

①　研修会の開催

「自転車活用推進法」ができた背景や全国各地での動き、課題など、自転車に関する最新の情報を
得るための研修会や、学識経験者による計画策定に必要な路線選定の考え方や通行空間の整備効果の
解説、国・県担当者による策定手順の説明や先進事例研究など、専門的かつ具体的な知識を得るため
の研修会を開催。
対　　象：市町村の道路部局
内　　容：学識経験者による講演、近隣他県先進事例研究、ワークショップ（計画策定演習）

②　計画策定の支援

計画策定時に必要となる各種調整や調査費を補助し、計画策定の負担を軽減する。
内　　容：計画策定委員会の立ち上げ支援、道路管理者との調整支援
　　　　　計画策定に必要な各種調査費補助（調査費の 1/2　上限 250 万円）



道路行政セミナー　2021.10　　5

５．さわやか道路美化促進事業

（1）概要

福岡県では、路面清掃や除草等のボランティア活動を通じて、地域の活性化や環境美化を図ると共に、
道路利用者等の意識の高揚、マナーの向上を図ることを目的とし、「さわやか道路美化促進事業」を実
施しています。この事業では、個人や町内会、企業、小学校等のボランティアを対象とし、清掃や植樹
の手入れに必要な道具やゴミ袋の支給、傷害保険・損害保険への加入等の支援を行っています。

（2）活動団体増加へのとりくみ

令和 3年 3月 31 日までに 747 団体を認定し、その活動延長は 711.8kmに達しています。また、直近
5か年では、年約 30 団体ペースで増加しています。
平成 22 年度より優良団体等を対象として、福岡県道路功労者表彰制度を設立し、団体認定の推進を
図っており、令和 2年度は、知事表彰 2団体、県土整備事務所長表彰 12 団体を表彰しました。今後も
活動団体の士気の高揚を促し、新たな団体の掘り起こしに努めていきます。

６．おわりに

県民生活の基盤となっている道路を利用者が安全で円滑に利用できるよう、道路施設の計画的な維持管
理や重点的かつ効果的な道路整備を適切に実施していくことが重要です。
しかし、既存の道路ストックの老朽化に対する維持管理コストの増大や通学路の安全確保、交通事故対
策など様々な課題への対応が求められています。
今後も、活力ある地域社会の構築と安全・安心な生活の確保のための道路整備を着実に進めていくため、
国、市町村等の道路管理者と連携し、的確な維持管理を推進するとともに計画的な道路整備に努めてまい
ります。


